
 

 

１．はじめに  

⽇本学⽣⽀援機構奨学⾦は、毎年 12〜1 ⽉頃に次年度の貸与継続意思確認を⾏います（継続願の提出）。また、継

続願の内容と学業成績等をもとに奨学⾦貸与の継続可否を判断する「適格認定」を⾏い、機構に報告します。 

 

２．継続・辞退⼿続き＜「奨学⾦継続願」提出前の準備＞ 

 提出対象者 ＝ 次年度も奨学⾦の継続を希望する⼈ 及び 2020 年 3 ⽉で辞退（貸与終了）希望の⼈ 

   ※2 ⽉分で辞退したい場合は、1 ⽉ 22 ⽇（⽔）までに教育⽀援課窓⼝へお越しください。 

※修学⽀援新制度(給付奨学⾦+授業料減免)申込者も、この継続⼿続きは必要です。次年度も貸与の「継続を希

望します」で⼿続きしてください（辞退すると、新制度の採否に関わらず貸与奨学⾦が終了してしまいます）。 

 

 事前に準備すること 

継続の意思確認（「奨学⾦継続願」の提出）は、機構の Web サイト(スカラネット・パーソナル)上で⾏います

ので、提出前に以下の準備をしてください。 

①スカラネット・パーソナル（https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/）のログイン準備 

※本サイト未登録の⽅（主に初めてこの⼿続きをする⽅）は、まずは新規登録して⾃分のアカウントを作成

する必要があります（出願時や進学届提出の時に交付された ID・パスワードでは使⽤できません） 

※新規登録・ログインの際は、「奨学⽣番号・奨学⾦振込⼝座番号・⽀店番号」が必要です 

 奨学⽣番号がわからない場合は、奨学⽣証や返還誓約書の控えなどで確認できます 

※ID・パスワードを忘れた場合、ログイン画⾯の「ID・パスワードを忘れた場合」から再設定を⾏えます 

 

②⼊⼒準備⽤紙（別途配布資料）への下書き 

    提出後は修正ができないため、必ず下書きしてから⼊⼒してください（⼊⼒時の注意点は、準備⽤紙をよく

確認すること）。なお、学費は以下の通りです。該当項⽬には下表の額を加算してください。⾃分で⽀払って

なくても、学⽣である皆さん⾃⾝にかかる費⽤ですので、忘れずに⽀出に含めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 「6．あなたの 2018 年 12 ⽉(2019 年 4 ⽉⼊学者は 4 ⽉)〜2019 年 11 ⽉の⽀出」欄 

学部 学年 「学費」に記⼊（授業料+教育充実費） 「その他」に加算（1 年⽣のみ） 

情報 

国際 

経営 

1 １０１万 ２８万 

2・3 １０２万 
 

4 １０３万 

健康栄養 

1 １２１万＊実習費も含む ２８万 

2・3 １２２万＊実習費も含む 
 

4 １２３万＊実習費も含む 

⽇本学⽣⽀援機構奨学⾦「継続・辞退⼿続き」及び「適格認定」について ⽂教⼤学教育⽀援課 

「5.あなたの 2018 年 12 ⽉（2019 年 4 ⽉⼊学者は 4 ⽉）〜2019 年 11 ⽉の収⼊」 

「6.あなたの 2018 年 12 ⽉（2019 年 4 ⽉⼊学者は 4 ⽉）〜2019 年 11 ⽉の⽀出」 
 

⇒奨学⾦の借りすぎと⾒なされ、貸与⽉額の減額指導の対象者として⾯談・減額指導されることに︕ 

指導対象にならないよう、収⽀差額は『３５万円以下』になるように記⼊・⼊⼒すること︕ 

の収⽀差額が 

36 万円以上になると… 



 

３．継続・辞退⼿続き＜「奨学⾦継続願」提出⽅法＞    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．適格認定について 
継続願の内容と学業成績等をもとに、奨学⾦の継続可否を判断します（＝適格認定）。 

機構が最終的な処置を決定し、4 ⽉上旬頃に認定結果を B!bbʼs で通知します。 

認定区分 2020 年度奨学⾦貸与 【参考】適格認定学⼒基準 
2019 年度修得単位数 

廃⽌ なし 
（奨学⽣資格喪失、詳細は下記５参照） 3 単位以下 

警告 あり 
（成績が向上しないと廃⽌） 

16〜4 単位 
（健康栄養学部は 17〜4 単位） 

継続 あり 廃⽌、警告に該当しない者 

※期限までに継続願の提出がない場合も、奨学⽣の資格が廃⽌となります 

※2019 年度修得単位数により、4 年間での卒業が不可能となった場合も廃⽌となります（休学歴がある場合を除く） 

※過年度に⼗分な単位数を修得しており 2019 年度修得単位数が少ない場合、認定内容を変更することがあります 

 

５．辞退・廃⽌による貸与終了後の⼿続きについて 

奨学⾦を辞退した or 適格認定で廃⽌となった学⽣は、2020 年 3 ⽉分をもって貸与終了です。4 ⽉以降の振込はあ

りません。奨学⾦の返還は、毎⽉⼀定額の⼝座振替で貸与終了後 7 か⽉⽬（3 ⽉終了の場合は 10 ⽉）から開始され

ますので、返還準備（振替⼝座指定の⼿続き）を⾏う必要があります。貸与終了後、機構から返還準備資料が届き次

第 B!bbʼs で窓⼝に呼び出しをしますので、教育⽀援課からの連絡に引き続き注意してください。 

※卒業まで返還を待ってほしい場合、在学猶予制度を利⽤できます。詳細は、窓⼝呼出時に併せてお知らせします。 

継続・辞退希望どちらも 

「奨学⾦継続願提出」 

の画⾯から⼊⼒・提出します 

⼊⼒時に選択肢が表⽰されます 

スカラネット・パーソナルにログイン後、「奨学⾦継続願提出」をクリック 

次年度も貸与の継続を希望する⼈⇒「奨学⾦の継続を希望します
．．．．．

」を選択 

今年度 3 ⽉で辞退（貸与終了）を希望する⼈⇒「奨学⾦継続を希望しません
．．．．．．

」を選択 

記⼊した⼊⼒準備⽤紙を⾒ながら、各設問の回答を⼊⼒ 

最終画⾯「奨学⾦継続願情報⼀覧」を印刷し、内容に誤りがないか確認 

⼀覧最下部の送信ボタンを押下し、⼊⼒内容を送信 

（送信ボタンの押下がないと提出完了となりません）

送信後に表⽰される受付番号の画⾯を印刷、適格認定結果発表まで保管 

（受付番号表⽰後再⼊⼒不可）

＜警告・継続の学生＞ 

2020 年度初回振込日 

4 月 21 日（予定） 

 提出締切︓1 ⽉ 31 ⽇（⾦）23︓59【厳守】 

※年末年始の注意事項 

・12/28〜1/5 は⼊⼒不可 

・12/26〜1/7 は事務局閉室 


